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幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業 

成果報告書 

（令和４年度～令和６年度） 
 

 

 

 

 

機 関 名：    枚方市     
  



 

2 
 

１．事業実施の目的 

 

＜事業実施の目的＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、当初、どの地域においても活用可能なカリキュラムを開発することをめざし、 

～架け橋期の子どもたちの育ちを伝えよう、広めよう、みんなで支えよう～というスローガンを 

掲げた。これまでに連携体制が確立されていた小学校敷地内にある公立幼稚園と事務局が中心と 

なって、今ある体制の中で無理なくできることからスタートした。 

協力園である公立幼稚園が校区会議や合同研修などを開催し、その内容を公立幼児教育施設 

の会議や研修で共有し、小学校の先生や私立幼児教育施設に対しても参加を募っていくなど、 

少しずつ架け橋プログラムの取組を進めてきた。 

その際、架け橋期のカリキュラムを作成することが負担感につながることなく、先生たちが 

必要感ややりがいをもって楽しく進めていけるような連携体制の構築に試行錯誤を重ねて 

いった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼保小連携の推進により、教育の質の向上が確実に図られるよう、小学校敷地内にある協
力園における研究の経過や研修内容の好事例を市内の他園・他校へ臨時配信・共有し、内
容を磨き上げていくことで、どの地域においても活用可能なカリキュラムを開発する。 
 
～架け橋期の子どもたちの育ちを伝えよう、広めよう、みんなで支えよう！～ 

幼保ヽ Jヽ 連携の現状

各学校、就学前児童施設に任されているため、内容の差が大きい。
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これまでの幼保小連携の現状としては、各学校園所に任されており、取り組みの内容は、 

連携体制が確立しているところもあれば、全く連携がとれていないところもあり、内容の差が 

とても大きいものとなっていた。 

就学前と小学校の縦のつながりにも課題が見られた。１園からの就学先の小学校数が多い 

ことから、どの小学校を軸に連携をしてよいか分からない、ということや、また逆に小学校 

側としても、多数の就学前から入学してくることから、立地柄、どうしても連携しやすい 

就学前と、しにくい就学前があるという現状であった。 

その中でも、公立幼稚園は小学校と隣接しており、これまでも平成 20 年の学習指導要領改訂 

からモデル学校園を指定して子ども同士の交流から始まり、アプローチカリキュラムとスタートカリキュラム

を接続期のカリキュラムとして研究を重ねてきました。 

これまでに、生活科を軸とした子ども同士の交流で幼小連携事業を進めてきたこともあった 

が、職員体制が変わると持続が難しくなるなどの現状があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横のつながりとしては、令和元年度、公立の幼稚園の敷地内に公立小規模保育施設が出来、 

４園が「枚方版子ども園」となったことで、折に触れ、互いの教育観、保育観を知る機会が 

増え、公立幼稚園、保育所間の横のつながりがもてるようになってきた。 

しかし、施設類型が違う私立園とのつながりは、公立幼稚園の研究発表、公開保育で近隣の 

私立園に限られた園に声をかけたり、地域の小学校区コミュニティで顔を合わせたりする 

程度で、もともと属していない園所も多く、つながりがほとんどもてていない現状であり、 

横のつながりにおいても、各園（所）、地域、小学校間によって、内容の差が大きかった。 

  

  

 

 

幼保ヽ Jヽ 連携の硯状

各学校、就学前児童施設に任ざれているため、内容の差が大きい。
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縦横のつながりで捉えた時、見えてきた市としての課題は、連携自体が各施設に任されて 

しまうと何からつながっていけばよいのか分からず、連携することの難しさが浮き彫りに 

なっていた。 

そこで、教育委員会事務局、市長部局が、市の体制として校区ごとに区割りをし、 

施設類型の枠を超えて連携を進めていけるようにした。また、職員が変わったとしても、 

つながりを深め、確かなものにしていくため、校区ごとの連携体制の構築をめざすこととした。 

 

 

 

 

＜園・小学校の施設数等＞ 

 

 
幼稚園 保育所 

幼保連携型 

地域裁量型 
小学校         

国立 公立 私立 
公

立 
私立 公立 私立 国立 公立 私立 

施設数 ０ ６ 13 ７ 41 0 11 ０ 44 １ 

園児・ 

児童数 

 421 3,566 92

9 

5,871  880  18,998 572 

 

 

市の課題

小学校、幼稚園、保育所等、各施設単位ての

連携は難しい
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２．事業実施に当たっての体制づくり 

２－１．組織図・体制図 

 

＜組織図・体制図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度のイメージ回ー 」

体区l | 文響科字富 r叫 Iヽ 心l9鳩プログ9ムに111...“..U烹亭虞』 ： 檜万言 ・ぺ万” ”” I L 

プロジェクトチーム会議
（子ども未學部・子ども冑少・ 政捐讀•私立儡膏幼桟園課・公立嚢遍幼藉園躁・学校秘膏jjf,•秘肩ぷ逼源・児重笙貸・支損練青躁・教言研帷碍・救青襦導憚） ，

各連絡会や会諾体の栗約への意見や支援、令和7年度以降の体制づくり •’

（私立保百幼稚劇森・公立休百燐稚l!!l~ ・ 児室主徒I,; · 文援敦盲森 ・敷円研修名靱宮指辱謬） ，

枚方限をもと1ご校区版作成の進捗状況の築約、支援4

モデル地域版架け棚開孔母晨
円豆9辛ヤ区

令和5年I~作成している香里校区阪の安毀 ん桟証 、発信•’

窓口連携推進会議（校区会議、学期に1回以上）
（担当 ：吝器局）4

● 校方版をもとにした校区版の作威、実践，

● 令貨5年虔i乍咸のスタートカ1Jキコラム匹箆検証．，
●幼翠ljt連円担当者が茎まり実施，

・ 小学校区ごとに『架l:t濤コーデ-(ネーター』が頷隣

＋ 

こ小連携担当者連

全校区連絡会悉皆2回）
（編 ：室希局）島

・幼保盈JI湮栖担当者が乗まり実施4

● 子ども理鰍、子ども固士の交流へ先生鼓l<l'Jf言報交流へ台后l臓邑iilllこ写江潟躙交流i面四 l
作成 実箆，

• /JI学校区ごとの取り組みや市内全域の進捗状況
呑虚蔀

“心I漣携担当者）各学校園11... 1 人 （窓口運携推逆会湛・幼収—」§酎粧旦当者連絡会等の出店や
そこでの内容斎目籾璽で共有匂図る）

｛果1年—ディネーター］校区I~ l ),. （連携学肉割との連絡 •関整匂行う ）

R6の市の体制【案】
----,  
教育委員会

• 好享例の共有

保こ小連携担当者研修・管理職研厖
（編 ：畔局）4

•有識者などによる研蜘

保こ小連携担当者情報交流
（担当 ：室希局）島

•チャ ッ ト棲能を活かしだ慌報共有d

市長部局

架け橋プロジェクトチーム
子ども青少年政策課長、公立保育幼稚固課長、私立保育幼稚園課長、教育政策課長、教育指導課長、教育研修課長

架け橋事務局 児童生紺課・支擾教育課・教育研修課・教育指導課・公立保育幼稚11鰊・私立保育幼稚圃課・有識看

小学校生活科
研究校
口□小学校

彎
ケースモァル校区
全校区への情報提供

モデル地域版架け橋

開発会議
香里小学校

香里小学校区就学前児童施設

有識者

枚方版架け橋

コンパス検討会議
架け橋事務局

現場の先生方
有識者

就学配

カリキュラム検討会議
公立就学前児童施設

校区版作成の手立てやカリキュラム

マネジメントの参考となる資料作成

公立幼稚圃長会・公立保育所長会・私立保育●逮皇・私立幼稚圃長会・私立鱈定こども圃長会・小学校長会・中学校長会

就学前児童施設、 小学校、 中学校、地域、保護者 窓口連携推進会議【校区版架け橋カリキュラム作成】
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＜体制づくりの進め方＞ 

 

【令和４年度】 

担当課：市長部局より・・・ 公立保育幼稚園課、私立保育幼稚園課 

     教育委員会より・・・教育指導課、教育研修課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長部局と教育委員会事務局それぞれから、代表者を決め、架け橋事務局を立ち上げる。 

令和４年度は、市長部局から公立保育幼稚園課、教育委員会から教育指導課、教育研修課の 

3 課が主となり、進めてきた。また令和４年度はモデル地域においてモデル園長が中心となり 

年間 10 回の会議を実施、公立就学前児童施設の主任級の職員が年間 11 回の会議を実施し、架 

け橋期のカリキュラム開発に向けた見通しをもつことができた。 

  また、事務局からそれぞれ、小学校、公立就学前児童施設、中学校、地域へと、取り組み内容の検討や発

信を行っており、私立就学前施設に関しては、私立保育幼稚園課を窓口に取り組みの発信をすすめてき

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の体制（令和4年度スタート時）

教育委員ニー__  1 「―—L_」竺部局
巨 I I |公立保育幼帷m|1私立保育幼稚園課

架け橋事務局

／下主；
地域 中学校 小学校

公立

就学前児童施設
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【令和５年度】 

担当課：市長部局より・・・ 公立保育幼稚園課、私立保育幼稚園課、子ども青少年政策課 

     教育委員会事務局より・・・教育指導課、教育研修課、教育政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 5 年度は、市長部局と教育委員会事務局の担当者を増やし、架け橋プロジェクトチーム 

 を立ち上げ、年３回各課からの報告や、架け橋事務局から各校区の進捗状況等を共有した。 
また、各小学校と全幼児教施設とをグルーピングし、めざす子ども像や交流活動について、 

対話ができる体制整備を行った。 
各校区では、公立幼児教育施設の担当者が中心となって小学校区毎に窓口連携推進会議を 

運営してきた。また、学期に１回、幼保こ小連携担当者連絡会を開催し、そこでも公立幼児教育施設の担当
者が中心となって運営、支援してきた。 
 
 

四 四 国
市長部局

；`m |［こ；：こ］［ど：：：コ
架け橋プロジェクトチーム

子ども青少年政策課長、公立保育幼稚園課長、私立保育幼稚園課長、教育政策課長、教育指導課長、教育研修課長

I 架け橋事務局 教育指導課・教育研修課・公立保育幼稚園課・私立保育幼稚園課有識者 1 

モデル学校園
合同会議
香里小学校
香里幼稚園

有識者

モデル地域版架け橋

開発会議
香里小学校

香里小学校区就学前児童施設

枚方版架け橋カリキュラム開発会議
就学前児童施設代表

小中学校代表

地域・保護者代表

有識者等

公立幼稚園長会、公立保育所長会、私立保育園連盟、私立幼稚園長会、私立認定こども園長会、小学校長会、中学校長会

就学前児童施設、小学校、中学校、地域、保護者 窓口連携推進会議

各小学校区の体制づくリ
（モデル学校園合同会議を参考）

窓口連携

推進会議
（各学校園所）
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【令和６年度】 

担当課：市長部局より・・・ 公立保育幼稚園課、私立保育幼稚園課 

    教育委員会より・・・教育指導課、教育研修課、児童生徒課、支援教育課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度には、市長部局と教育委員会事務局の担当者をさらに増やしより連携を強化した。 
架け橋事務局のメンバーも増員し、担当者が各校区を受け持ち、各校区への伴走支援を行える 
仕組みを作った。 

各校区では、公立の幼児教育施設の担当者だけでなく、小学校の幼保こ小連携担当者が中心 
となって架け橋期のカリキュラム開発を見通した連携・接続を進められるようになり、 
学期に１回程度の窓口連携推進会議が実施された。窓口連携推進会議の日程調整や資料の共有には
Google classroom を活用し、施設類型を越えて情報交流ができるように環境を整えた。この classroom
に事務局も参加していたことから、各校区の取組の様子を集約することができたとともに、好事例を発見・
発信するのに役立った。 

 
 

 

  

R6の市の体制【案】
1教育委員会 1 I市長部局 | 

ヽ J 

｀ 
’~ 

架け橋プロジェクトチーム
子ども青少年政策課長、公立保育幼稚園課長、私立保育幼稚園課長、教育政策課長、教育指導課長、教育研修課長

架け橋事務局 児重生徒課・支擾教育課・教育研修課・教胄指導課・公立保育幼稚●鰈・私立保青幼稚圃課・有識看 | ， 
” 

｀ 
冒に

小学校生活科 モデル地域版架け橋 枚方版架け橋
就学泊

研究校 開発会議 カリキュラム検討会議
口□小学校 コンパス検討会議

公立就学前児童施設香里小学校 架け橋事務局有識者 香里小学校区就学前児童施設 現場の先生方 校区版作成の手立てやカリキュラム

ケースモデル校区
有識者 有識者 マネジメントの参考となる資料作成

全校区への情報提供
.. - し`

I公立幼稚11長会・公立保育所長会・私立保育11逮璽私立幼稚11長会・私立鱈定こども圃長会・小学校長会・中学校長会 1 
量

就学前児童施設、小学校、中学校、地域、保護者 窓口連携推進会議【校区版架け橋カリキュラム作成】
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２－２．協力園・協力校 

 

＜協力園・協力校の概要＞ 

 

 

設置者 施設類型等 園名・校名 幼児・児童数等 
接続園

校のグ

ループ 

公立 小学校 枚方市立香里小学校 

１年生１２３名、２年生 

１０９名、３年生１０８名、 

４年生１３８名、５年生１１５名、 ６

年生１３０名 

 

公立 幼稚園 枚方市立香里幼稚園 
３歳児２２名、４歳児２８名、５歳

児３５名 

 

公立 保育所 
枚方市立香里団地保

育所 

０歳児１２名、１歳児３０名、２歳

児３２名、３歳児 

３４名、４歳児３４名、  

５歳児３４名 

 

公立 保育園 香里ケ丘保育園 

０歳児１１名、１歳児２０名、２歳

児２６名、３歳児 

２６名、４歳児３０名、  

５歳児２９名 

 

私立 保育園 香里敬愛保育所 

０歳児 ９名、１歳児２３名、２歳児

２７名、３歳児 

３０名、４歳児３１名、  

５歳児２９名 

 

私立 保育園 みずき敬愛保育園 

０歳児 ９名、１歳児１４名、２歳児

１９名、３歳児 

２６名、４歳児２２名、 

５歳児２５名 

 

私立 
幼保連携型 

認定こども園 
勝山愛和香里ケ丘幼

稚園 

１歳児１５名、２歳児１９名、３歳

児１０３名、４歳児１０３名、 ５歳

児１１２名 
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＜協力園・協力校の指定プロセス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度は、「架け橋期を見据えた 5 歳児のカリキュラムを見直しながら近隣の 

小学校、幼児教育施設との連携強化」の計画を実施する為に、市内で唯一、小学校の敷地内 

に幼稚園があり、これまでの連携体制が整っている香里小学校と香里幼稚園をモデル学校園として、

カリキュラムの作成をめざしました。 

また香里幼稚園の他に、香里小学校区である、公立保育所２園、私立保育所園３園、 

私立認定こども園１園をモデル地域とし、連携を進めてきた。 

内容としては、月 1 回程度の近隣の保育所園、香里小学校との開発会議、公開保育や 

他園への保育参観、合同研修等、これまでの基盤を活かし、公立幼稚園が中心となってコーディネー

トし、私立園所にも積極的に誘いかけていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和4~6年度モデル指定
モデル学校園

公立幼稚団マ・、唯一、小学
香里小学校 香里幼稚園校の敷地内にある香里幼稚 「―,1,-

l品香里小学校を令和4-年
度モデル学校因として指定 ， 

＇ ［ 公立保育所A ] ［ 公立保育所Bl 
［ 私立保育所Al ［ 私立保育所Bl 
（ 私立保育所C ] （私立認定こども園 ］

モデル地域

里小学校地域の就
千前児童施設をモデ
Jり也域として指定

令和4~6年度
モデル学校園とモデル地域就学討児章旅設との連携を強化し、モデルとなる

カリキュラムの作成・実践・検証
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＜自治体と協力園・協力校の連携・協働の取組＞ 

【令和 4 年度】 

・月に１度開催する、開発会議の内容について、公立幼稚園長と共に考え運営していく。 

・グループ協議のテーマを提案し、施設類型を越えて対話ができるようサポートしていく。 

・協力園・校の実践をまとめ、好事例として市内に広げていく。 

・開発会議の内容を取りまとめ（クローバー図の作成）、次年度につなげていく。 

【令和 5 年度】 

・クローバー図の活用方法を示し、カリキュラム作成に向けて支援していく。 

・モデル校園のクローバーチャットに共に参加し、視点合わせをしていく。 

・開発会議に有識者を招聘し、価値づけし、方向性を示してもらう。 

【令和 6 年度】 

・モデル校園が自走し、自ら意欲的に事業を進めていくことを見守り、必要に応じて 

 支援していく。 

 

【課題と対応策】 

・令和４年度、令和５年度は、協力園校と架け橋事務局が二人三脚で事業を進めてきたが、令和６年度、 

モデル校園の様子をみて、事務局は見守りの体制を取ることにした。 

モデル校園が自走していくか、それとも伴走支援が必要か、モデル校園との対話の中で探っていき、モ

デル校園の意思を尊重していくことが大切であると感じた。 

めざす方向性は協力園校と事務局が共有しながらも、実践方法は協力園校に委ね、 

言われてする、やらされてするのではなく、自ら取り組みを進めていける方向でサポートした。自治体は

協力園校が自走していくためのサポートをしていくことが、大切である。 

毎年、モデル校園メンバーも架け橋事務局メンバーも変わるので、新年度の引継ぎが 

課題であったが、架け橋カリキュラムを作成してきたことで、前年度の取り組みの様子や、自校園所が

めざす子ども像がわかるので、年々引継ぎがスムーズになってきている。 

 

＜協力園と協力校同士の連携・協働の取組＞ 

・協力園と協力校同士の連携・協働の取組については、公立幼稚園が架け橋コーディネーター的な役割

を担い、進めてきた。交流活動については、モデル校園が中心となって活動してきたが、カリキュラム開

発においては、架け橋事務局がモデル校園の対話をヒントに方向性を示し、カリキュラムの作成をリード

してきた。 

 

【課題と対応策】 

・モデル校園にとって、カリキュラム開発が負担である様子であったため、モデル校園が 

率先して進めていく交流活動（生活科の授業交流、合同研修、その他の交流活動）から 

研究協議を行い、カリキュラム開発へのヒントを示しながら、カリキュラム作成を 

サポートしてきた。カリキュラム作成の意義を伝えていくことに苦労したが、作成し実践 

していく中で、だんだんと活用の仕方がわかり、モデル校園が作成したことに価値を見出 

してくれるようになった。モデル校園の思いに寄り添いながら、実感が伴うまで焦らずにサポートして 

いくことの大切さを感じた。 
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２－３．協力団体等 

 

＜協力団体等の概要＞ 

 

団体等名 団体等の活動概要 

枚方市立小学校長会 

・市長部局及び教育委員会の方針や指示伝達等を現場に伝えるととも 
に小学校の運営や教育内容について、現状と課題を踏まえ検討す 
る。 

・大阪府の小学校長会の組織の中で、情報共有や研究及び研修を推進 

する。 

公立幼稚園長会 

・市長部局及び教育委員会の方針や指示伝達等を現場に伝えるとともに公
立幼稚園の運営や教育内容について、現状と課題を踏まえ検討する。 

・大阪府国公立幼稚園会 理事会に参加し、府内の国公立幼稚園とと 
もに情報共有や研究及び研修を推進。 

・市学校園活性化事業において、研究推進の主体となり、研究指定園 
 のサポート等を行う。 

公立保育所長会 

・市長部局の方針や指示伝達等を現場に伝えるとともに、公立保育所の運
営や保育内容について、現状と課題を踏まえ検討する。 

・各部会（保育・障害児・研修・子育て支援）を立ち上げ、研修を企画し、職
員の資質向上に努める。 

・保育内容について評価を行ない、改善を図る。 
・私立保育園連盟と教育委員会及び市長部局の各担当者が出席する 
「教育と保育の懇話会」（年１回）に参加。 

私立保育園連盟 
・私立保育所（園）へ運営支援。 
・私立保育園長会にて国の動向や、進捗状況を伝えると共に合同研修案内

を行う。 

私立幼稚園長会 
・私立幼稚園へ運営支援。 
・私立幼稚園長会にて国の動向や、進捗状況を伝えると共に合同研修案内

を行う。 

私立認定こども園長会 
・私立認定こども園へ運営支援。 
・私立認定こども園長会にて国の動向や、進捗状況を伝えると共に 

合同研修案内を行う。 

 

 

＜各協力団体等との連携＞ 

 

各協力団体へ、各団体の行う定例会にて、架け橋の進捗状況を細やかに伝達。 

そこで出た質問等にその場で答えたり、後日メール等で回答したり等している。 
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２－４．架け橋期のコーディネーター等 

 

＜架け橋期のコーディネーター等の概要＞ 

 

新規／継続 
事業に関わった 

年度 
役職名 経歴 

（例） 

新規 
令和４～６年度 架け橋期のコーディネーター 

元公立小学校長、幼稚園での

勤務経験あり 

    

    

    

 

＜架け橋期のコーディネーター等の役割等＞ 
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３．架け橋期のカリキュラム開発会議 

３－１．会議委員等 

 

＜会議委員一覧＞ 

会議の代表者氏名 
枚方市 教育委員会 学校教育部 教育指導課 

枚方市 子ども未来部  公立保育幼稚園課 
２３名 

会議委員氏名 
所属機関 

所属・職名 
具体的な役割分担 従事期間 

 
井手内 太吾 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
次長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
笠井 二朗 

枚方市教育委員会 
総合教育部 
教育政策課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
 
倉田 仁司 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
児童生徒課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
秋葉 隆声 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
支援教育課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
永山 宜佑 

 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
教育研修課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
吉川 茂樹 

 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
教育指導課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
松下 秀人 

 

枚方市 子ども未来部 
次長 
 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
松本 裕也 
 

 

枚方市 子ども未来部 
子ども青少年政策 
課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
西田 恵子 

 

枚方市 子ども未来部 
私立保育幼稚園課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
中道 直岐 

 

枚方市 子ども未来部 
公立保育幼稚園課長 

・プロジェクトチーム会議 
・各連絡会、会議体の集約への意見や支援 
・令和７年度以降の体制づくり 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
中口 恵未子 

 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
児童生徒課指導主事 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 
大矢 真之 

 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
支援教育課指導主事 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 
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倉増 智秋 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
教育研修課指導主事 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

 
山路 和明 
 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
教 育 研 修 課 係 長 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

 
棚田 惇碁 

枚方市教育委員会 
学 校 教 育 部 
教育指導課指導主事 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

 
大浦 規明 
 

枚方市 子ども未来部 
私立保育幼稚園課長代理 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

 
片山 恵里 
 

枚方市 子ども未来部 
私立保育幼稚園課長代理 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

吉永 佳央 枚方市 子ども未来部 
公 立 保 育 幼 稚 園 課 長 代 理 
 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

長谷川 哲一 
 

枚方市 子ども未来部 

公立保育幼稚園課 
係長 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 
 

玉井 聡之 枚方市 子ども未来部 

公立保育幼稚園課 
主査 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

佐伯 実菜 枚方市 子ども未来部 

公立保育幼稚園課 
主任 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 

令和７年 3 月 

 

岡田 充子 

枚方市 子ども未来部 
公立保育幼稚園課長代理 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 

 
清水 麻紀 
 

枚方市 子ども未来部 
公立保育幼稚園課主幹 

・プロジェクトチーム会議 
・事務局会議 
・校区版作成の進捗状況の 
 集約、支援 

令和６年 4 月～ 
令和７年 3 月 
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＜会議委員の決定プロセス＞ 

 

 ・教育、保育に関わる全ての課が関わることで架け橋事業は進むと考え、メンバーが選定 

  された。 

 ・教育委員会と市長部局が、共に会議体を持つことは初めてで、架け橋事業の採択を受けた 

ことをきっかけに、連携が図られるようになった。 

 ・連携を進めていくためには、全小学校と全幼児教育施設をグルーピングする必要性が 

  出てきたため、私立保育幼稚園課が参加することになった。 

 ・令和５年度、架け橋事務局メンバーの一人が児童生徒支援課に異動となり、 

架け橋の成果は不登校の減少につながるのではないか、という議論になったことから、 

令和６年度、児童生徒課と支援教育課が加わった。 

 ・架け橋事業が、市制方針にも関わってくることから、令和５年度教育政策課、令和６年度 

から子ども青少年政策課も加わることになった。 
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３－２．開催実績 

＜開催実績＞ 

令和４年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

5 月１６日（月）  

１６:０0～１７：００ 

第１回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 
・架け橋期のカリキュラムを見据え、５
歳児保育で大切に考えたい保育者
としての視点を探ることで、幼児理解
や遊びを通して学ぶ姿、学びの連続
性等について考えることができ、学び
の連続性を意識したカリキュラムを
作成していくことを決定した。 

６月２２日（水）  

１６:０0～１７：００ 

第２回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 
・5 歳児が遊ぶ姿を「幼児期の終わり 
までに育ってほしい姿」で捉えるこ 
ことを通して、幼児教育と小学校教
育のつながりを考え、幼児教育は活
動が違っていても、ねらいや配慮、内
容等は共通することが分かり、カリキ
ュラムに活かしていくことを決定した。 

７月１１日（月） 

１３:０0～１４：００ 

第３回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 
・アプローチカリキュラムで、今の育ち
を踏まえたカリキュラムになっている
かを検証した。具体的な姿を根拠に
検証し、カリキュラムに反映させてい
くこと決定した。 

８月５日（金） 

１６:０0～１７：００ 

第４回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・「育ってほしい１０の姿」を、モデル 
小学校の目指す子ども像を視点に、 
幼稚園の期に分けて検討したこと 
で、幅広い定義づけをしていくことを
決定した。 

９月 1５日（木） 

16：00～17：00 

第５回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・幼児教育施設の参加者を増やし、横
のつながりを広げて検討したことで、い
ろいろな視点を共有することができた
ので、今後参加人数を増やしてフォトチ
ャット研修等していくことを決定した。 

１０月２５日（火） 

16：00～17：00 

第６回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・３つの資質・能力で幼児期の活動 
を整理したことで、小学校教育を見 
据えた指導計画を作成していくこと 
にした。 

１１月 9 日(水) 

16：00～17：00 

第７回架け橋期のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・小学校の教科別評価基準を見据え
て検討した。それぞれ活動内容は違
っていても、この時期に育てたい資
質・能力は共通していて、小学校教
育にもつながっていることが確認で
きた。小学校につながる資質・能力
をどのように整理していくとよいか、
用語の定義も含めて考えてくことを
決定した。 

１２月 1 日（木） 

16：00～１７：００ 

第８回架け橋のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・モデル学校園の交流活動の動画
（約８分）を視聴してグループ協議
をすることで、幼児教育を総合的に
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見ながら３つの資質能力で捉え、カ
リキュラムを検討した。それらの視点
をもち、各施設の教育計画を見直し
ていくことを決定した。 

 

１月２７日(金) 

 16：00～１７：００ 

第９回架け橋のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・３つの資質・能力で整理し、「小学

校へつなげる、大切にしたい視点」を

どう取り上げればよいかについて検

討したことで、「子どもの主体性を大

切にする」「活動の意味を考える」

「実体験を通して」「どんなことも認

め合える集団作り」「葛藤を乗り越え

て充実感や達成感を味合わせる」

等、の共通キーワードを入れていくこ

とが決定した。 

２月９日(水) 

16：00～１７：００ 

第１０回架け橋のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・小学校教育を見据えた「各就学前
施設が大切にしていること」につい
て検討したことで、「遊びの中で試
行錯誤する」「友だちと協同する」
「楽しい、やりたい、おもしろいの繰
り返し」等、「架け橋期のカリキュラ
ムを見据えた、５歳児保育で大切に
考えたい保育者としての視点」が定
まっていった。 

３月３日（金） 

1２：４５～１３：１５ 

第１１回架け橋のカリキュラム検討会 

・架け橋期のカリキュラム検討について 

・５歳児の保育内容を「幼児期の終

わりまでに育ってほしい１０の姿」や、

１８歳まで繋がっている３つの資質・

能力で整理し検討していくことで、幼

保の横のつながりがもつことができ、

今後も横のつながり会議を継続して

いくことが決定した。 

５月１６日（月） 

第１回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・各施設の自己紹介をし、４・５月の子
どもの様子について話し合った。 
今後、互いを知り合いながら、交流活

動を中心行い、実践し振り返り、カリキ

ュラムを作成していくことを決定した。 

５月３０日（月） 

第２回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・各園所の「幼児期の終わりまでに育
ってほしい１０の姿」に関連付けた特色
ある姿（とっておきの写真）を持ち寄り
検討したことで、今後毎月とっておきの
写真を持ち寄り検討していくことを決
定した。 

６月２９日（水） 
第３回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・互いの施設が大切にしている活動に
ついて出し合い、小学校の「教育目
標」「願う児童像」から読み取っていく
ことで、カリキュラムに活かしていくこと
を決定した。 

７月２１日（木） 
第４回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・１学期の姿を「３つの柱」で捉えるこ
とを通して、幼児教育と小学校教育の
つながりを検討したことで、互いの教
育観の違いに気づき、共通性にも気づ
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くことができた。今後もフォトチャット研
修等を取り入れながら検討していくこ
とを決定した。 

９月２８日（水） 

第５回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・「運動会への取り組み」の中で大切
にしている活動や、子どもの姿につい
て、フォトチャットを通してグループ協議
することで、３つの資質・能力で整理
し、小学校の「体育」や「道徳」等と、ど
うつながっているかを検討した。それら
をカリキュラムに反映させていくことを
決定した。 

１１月２２日（火） 
第６回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・Ⅰ・Ⅱ期に各施設が「大切にしている
活動」をモデル地域が育ってほしい子
どもの姿としてまとめ、今後どのような
共通の視点でⅢ・Ⅳ・Ⅴ期へと積み上
げ、小学校へとつなげていくかを検討
したことで、モデル地域は非認知能力
を大切にしていることがわかった。認知
能力は自分で育んでいけることから
も、人間性を涵養することが子どもたち
に関わる大人の役割であると考え、非
認知能力を共通項目として、カリキュラ
ムを作成していくことを決定した。 

１月１３日（金） 

第７回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・これまで各校園所が大切にしてい
る活動の発表や、研究協議を積み重
ねてきた中で、キーワードを共有し、
まとめたもの（クローバー図）を提案
し、検討したことで、資質・能力の５分
類、「活動」については再検討、自園
所のカリキュラムをこれらの視点で
見直してみることが決定した。 

２月６日（月） 

第８回モデル地域架け橋開発会議 

・モデル地域架け橋期のカリキュラム検討

について 

・これまでの取り組みについて、各施設
園が感じたこと、取り組みの成果、取り
組んできたことによって変化してきたこ
と等出し合えて、それぞれの思いを聞く
とことができ、次年度に向けての課題
が明確になった。各施設の思いや願い
が詰まったカリキュラムを作成していく
とを決定した。 

 

 

令和５年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

４月１９日 

１０時～１２時 

 

第 2 回プロジェクトチーム会議 

 

・令和５年度の架け橋期のカリキュラム全

体像について検討し、カリキュラムのたたき

台を作成した。 

５月１５日 

15 時～17 時 

モデル地域架け橋開発会議 「モデル地域版カリキュラム」をもとに、モデ

ル学校園の教職員で検証の方法や、カリキ

ュラムにのせていく活動内容等の検討を図

り、生活科の授業交流を中心にカリキュラ

ムを作成していくことを決定した。 
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7 月 10 日 

15 時～17 時 
第 2 回プロジェクトチーム会議 

・カリキュラム開発の方向性について 

・枚方版架け橋期のカリキュラム作成は架

け橋事務局で行い、モデル地域には意見

聴取を行うことを決定した。  

7 月 28 日 

15 時～17 時 
モデル地域架け橋開発会議 

香里小学校の１年生とモデル地域の幼児

教育施設の年長児の交流から、「モデル地

域版カリキュラム」を検討し、クローバー図

の視点で今後も検討していくことを決定し

た。 

8 月 3 日 

14 時半～17 時 
架け橋事務局カリキュラム検討会議 

・モデル地域のクローバーチャットを活かし 

て、枚方版架け橋カリキュラムのイメージを 

固めていった。 

11 月 24 日 

16 時～17 時 
モデル地域架け橋開発会議 

・「モデル地域版カリキュラムの検証」 

・香里小学校１年生と地域の就学前施設

の交流から架け橋期の子どもたちの育ちを

つ な げ る 枚 方 版 カ リ キ ュ ラ ム を                  

同時に作成し、遊びを通して育つ幼児教育

の資質能力を小学校の学習に活かせるカ

リキュラムの検討をおこなった。 

11 月 30 日 

14 時半～17 時 
カリキュラム検討会議 

・「枚方版架け橋期のカリキュラム」の作成

をめざす。 

11 月 30 日 

14 時半～17 時 
カリキュラム検討会議 

・「枚方版架け橋期のカリキュラム」の作成

をめざす。 

3 月 6 日   

15 時～17 時 

枚方版架け橋コンパス検討会 ・「枚方版架け橋期のカリキュラム」の作成

から、校区版架け橋期のカリキュラムに向

けて、校区支援の在り方を検討し、支援方

法を共有した。 

3 月 7 日   

15 時～17 時 
カリキュラム検討会議 

・「枚方版架け橋期のカリキュラム」の作成

をめざし、取り組んできたことを５歳児に特

化してまとめた。次年度の校区版架け橋カ

リキュラムに活かしていくことを決定した。 

 

 

 

令和６年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

4 月 25 日午後 3 時 30 分 

～ 午後 5 時 
令和 6 年度第 1 回モデル地域架け橋開発会議 モデル地域でどう活用、見直していくか→

「香里小版架け橋コンパスへ」 

4 月 26 日午後 3 時 30 分 

～ 午後 5 時 
第 1 回プロジェクトチーム会議 

・令和 6 年度の計画と現状についての確

認 

・1、2 年目の成果と 3 年目の目的 

・幼保こ小連携担当者連絡会と管理者研

修について 

6 月 5 日午後 3 時 30 分 

～ 午後 5 時 
カリキュラム検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」を市内の就学

前児童施設の職員で検証し「枚方版架け

橋コンパス」の完成を図る 
8 月 21 日 

3 時 30 分～午後 5 時 
第 2 回プロジェクトチーム会議 

・1 学期取組現状報告 

・第 1 回幼保こ小連携担当者連絡会の活

一

一
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動報告とアンケート結果について 

7 月 16 日午後 3 時 30 分 

～ 午後 5 時 
第 2 回プロジェクトチーム会議 

・1 学期取組現状報告 

・第 1 回幼保こ小連携担当者連絡会の活

動報告とアンケート結果について 
7 月 24 日 

午後 3 時 30 分 ～ 午後

5 時 
カリキュラム検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」を市内の就学

前児童施設の職員で検証し「枚方版架け

橋コンパス」の完成を図る 

12 月 25 日 

3 時 30 分～午後 5 時 
カリキュラム検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」を市内の就学

前児童施設の職員で検証し「枚方版架け

橋コンパス」の完成を図る 

10 月 24 日 

午後 3 時～5 時 
令和６年度 枚方版架け橋コンパス検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」のブラッシュア

ップに向けて、モデル地域での検証内容

や、「校区版架け橋コンパス」の進捗状況

を確認し、それらを参考にしながら今後の

方向性等の検討会 

12 月 26 日 

午後 3 時～5 時 
令和６年度 枚方版架け橋コンパス検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」のブラッシュア

ップに向けて、モデル地域での検証内容

や、「校区版架け橋コンパス」の進捗状況

を確認し、それらを参考にしながら今後の

方向性等の検討会 

令和 7 年 1 月 7 日 

9 時半～11 時 30 分 
第 3 回プロジェクトチーム会議 

・第 3 回幼保こ小連携担当連絡会につい

て 

・架け橋プログラムに係る管理職研修に

ついて 

令和 7 年 1 月 29 日（水）

午後 3 時～5 時まで 
令和６年度 枚方版架け橋コンパス検討会議 

「枚方版架け橋コンパス」のブラッシュア

ップに向けて、モデル地域での検証内容

や、「校区版架け橋コンパス」の進捗状況

を確認し、それらを参考にしながら今後の

方向性等の検討会 
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３－３．成果と課題 

 

＜架け橋期のカリキュラムに関する議論＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市としては、どの地域においても活用可能な架け橋期のカリキュラムを開発するために、共通の

視点はコンテンツベースではなくコンピテンシーべースでつなぐこと、子どもを真ん中にした対話を重視

することの２点を重視してきた。 

その背景として、枚方市は自然が多い学校から住宅街の真ん中や商業施設、工場地帯に位置する学

校など、各校区によって環境は様々であり、また全ての小学校区に公立幼児教育施設があるわけではな

く、中には私立園所とグルーピングされている校区も存在している。 

そこで、各校区に応じた架け橋期のカリキュラム表を作成することを通して各校区の連携強化を図るた

めには、枚方市で育てたい資質・能力をベースに２年間の学びをつなぐ必要があった。そして、架け橋期

のカリキュラム表が各校区にとって作成して終わりのものではなく、学習活動を進めていく上での羅針盤

架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス【概要】

【カリキュラム（コンパス）作成のねらい】

各校区の先生同士が対話を通して、オリジナルの校区版カリキュラム（コンパス）を作成し、クローパー図を活用

した共通の視点て・語リ合うごとて．、子どもの育ちの連続性を確保する。

子どもを真ん中にした対話を

通しての気付きを

カリキュラムに反映していこう

架け橋期を

コンテンツベースてはなく
コンピテンシーベースてゞ

つなげよう

コンパスという名称から、
先生たちの工夫が租み

なり続けてほしいなぁ

゜

iカリキュラム表i •• ...................... • 

，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ． 
： ： コンバス i ..................... 

架け橋期のカリキュラムをなぜ、 『架け橋コンパス』
という言い方にしているのか？

それは．．．

『カリキュラム』というと、単元配列表のように完成されたもの
がイメージされるが、 『コンパス』というと、めざすべき方向性
というイメージて、全てが埋め尽くされていなくとも、資質・能
カベースて考えることがてき、大切なところはここだよね！ ！と
みんなて共通理解し、校区がめざす子ども像の指針となれる！と
いうことから、願いを込めて『コンパス』と名付けられた。

゜゚
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の役割になっていってほしいという願いから、コンパスと名付けた。 

 

 

 

 

 

 

＜会議設置による成果と課題＞ 

 

 ・教育委員会事務局、市長部局、小学校、幼児教育施設等それぞれの立場から意見を 

交わし、理解を広げ、深めることができた。 

・カリキュラム開発会議を重ねることで枚方版架け橋コンパスが完成し、事務局が進めて 

きた。 

コンピテンシーベースのカリキュラム表を作成、全校区に示すことができた。 

全校区はこの枚方版架け橋コンパスをもとに各校区版コンパスを作成していることから、 

コンピテンシーを意識してカリキュラム表を作成してほしいという事務局のねらいを 

くむことができている。 

・課題としては、各校区によって接続先の施設類型やその数がちがうことから、 

開発会議ではどの校区でも実現可能であろう平易な内容でしか作成を進めていくことが 

できなかった点だ。そのため、あくまで枚方版はベースであり、校区に合わせて 

カスタマイズするよう、幼保こ小担当者に伝え、各校区のカリキュラム開発へつなげた。 
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４．架け橋期のカリキュラム 

４－１．開発プロセス 

 
 

・架け橋カリキュラムは、協力園校が主体となり、架け橋事務局が協力し、月に 1 回の架け橋開発会議に

て、有識者も交えながら作成していった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋コンパスのコンピテンシーベースの視点であるクローバー図である。 

モデル校区の対話の中で、幼児教育で大切にしている「幼児期の終わりまでに育って 

ほしい姿」と小学校の評価基準である 3 つの資質・能力で架け橋期に育ってほしい姿を 

つなげる際、文化の違いで子どものみとり方が合わず、話が並行性をたどることもあった。 

そこでクローバー図の視点は、３歳から 18 歳まで共通に育てたい資質・能力である 

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」を核とし、学校教育の

基本である「知」・「徳」・「体」の３つを大枠として整理した。 

また、０歳から 18 歳の長いスパンで子どもの姿を読み取る中で、就学前の 5 領域や幼児期の終わり

までに育ってほしい 10 の姿を踏まえた共通のキーワードが共有され、5 つにまとまっていった。 

対話を通して合意形成を図ってきたクローバー図は、施設間を越えて、この時期、子どもたちにどんな

力や姿が見られどのようにつながっているのか、モデル校区にて共有できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス 【クローバー図の誕生】

誕生！ ！

①3つの資質・能力（知・思・人）

②生きる力（知 • 徳 · 体）

③非認知能力（学びに向かうカ・人間性等）

④5領域（＊）

⑤幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

(I)~(I 0) 

⑥~5C＋チェリッシ.;;i.~
.... ヽ•• ,,.“,.、•• ,,.,,.,.’ヽ•• ,,., •• , •• ,,.,,'ょ·ょ.,,.“心と';,.“.、,.,,., :“~ー・．．  
: 3+ I 0=5（クローバー図） ： ． ．  ~--··......................................... ·--~ 

(2)g p豆
奴区金攘で共膏

したキーワード

(SI 飲lt•ll!.,,文字葛
関心令●●

【学校目標（知） J

＊噸覗＊言羹＊嚢鶉

R よ＇）よい学びに向かうカ
-?Jエイテピティ～
~9,J召カルシンキングへ
r會姐的な恵賓』

虚i!l醤五
咬区会蟻て丑布
した干ーワード

{3911",. 
(4)選鵬II..填...，，
芽生え

(5)社会生渾との加’’
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モデルから誕生したクローバーの視点を全校区で活用できるように、枚方市が大切にしている非認知能力

の５C を意味づけることにした。 

５C とは「チャレンジ(粘り強さ)」「コミュニケーション(対話)」「コラボレーション(協働)」「クリティカルシンキン

グ(批判的思考力)」「クリエイティビティ(創造)」頭文字の C を示しており、枚方市ではこの資質・能力の育成

を授業の中でも大切にしている。 

更に５C に表れにくい知徳体の体を生きる力の基礎である C として自分を大切にする力「チェリッシュ」と名

付け、５C＋１を枚方市で架け橋期に育てたい共通の視点として全校区へ発信していくことにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス 【5C+Iの誕生】

①3つの資質能力（知・思・人）

②生きる力（知徒・体）

③非認知能力（学びに向かうカ・人間性）

④5領域（＊）

⑤幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 (I)~(10)
r•• •• •• ..—.......... 

⑥~5C＋チェリッシュ～ ！ 5C+I : 
、....... . . . ... . . . . . . . . . ... . . . ....... ....心m• •ぺ m••• •·····- ··' ············· 

枚方市て育てたい資質・能力屯畑ICT牧11モデん～

5C(「チャレンジ（粘り強さ）」rコミュニケーション（対話）J
rコラポレーション（協働）Jrクリテイカル
シンキング（批判的思考力）J「クリエイティピティ
（創造）J）の視点

R 
日分に向き合・うカ

I ～サ屁＾ l 
(2)白立ク

R 衣区を繊ヤ共嘴 | 
したギーワード

(8“)叡、鼠鴫•尤Ill憲・文字濤ヘ 【学校目標（体） 】
白分を大切にするカ

＇l至一I干匹9ェ，，口．室”兄ょ11:1～見l 

堪：校目揖（知）】
＊誡皐

＊還壊＊言箕＊衷覗

ぐ
よ＇はい学Rびに向かうカ 皿：； 怜悶と向き合うカL～ク＇Jゴ和ピテ～ヽ l 
ー̀2'I箭立安9：：：ー・， 
ii.紐只・弓J

桟区全識て共青

したキーワーF

16)悶賓力の子生え
(7)白然と，，，関わり
(10)皇かな馨住ヒ衷覗

＇ーコフT、レーショ,ン―’

衣区全撼て共嘴

したギーワード

(3)憾JIJ性

(4)道糟仕J紐●●＂
子生え
(5)樟会主活と＂関わり

架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス【5C+Iの活用】

校区オリジナルの

共通の視点
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令和 5 年度は、主に年 3 回の、全校区の幼保こ小担当者が集まる連絡会で、５C＋1 を手掛かりとした意

見交流を重ねていった。校区によっては育てたい資質・能力をひまわり図として整理して子ども同士の交流の

前後に振り返る視点として活用しているところも出てきた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に全校区で共有した資質・能力が、総合的・一体的に伸びていくイメージで、子どもが主体的にたくまし

く、のびやかにグングン伸びていくという願いを込めて、ぐんぐんツリー（仮）ができた。 

これはモデル校区で架け橋期のカリキュラムを開発する際に、何度も教育観の違いとして意見が衝突したこと

から特に意識してできたもので、幼児教育施設の先生は、遊びにしても子どもの姿にしてもクローバー図の５

つに分けて見取ることに抵抗があった。 

それは、幼児教育の先生は子どもを 3 つの資質・能力が絡み合って一体的に伸びていくものとして捉えて

いるのに対して、小学校の先生は、各教科等の指導を通じて到達すべき目標に向かって育てていくものという

違いであった。それでも対話を重ねていく中で、単元を通してみたら、すべての資質・能力をバランスよく育て

ていることに気づくなど、互いがリスペクトをしながらより深く理解していけるようになった。 

このような違いをすり合わせる意味においても子どもが育っていくイメージを階段ではなく螺旋状に伸びて

いくイメージを全校区で共有していった。 

 

 

 

 

 

 

 

ぐんぐんツリー 

1思考力、判断力、表現力等I

生命の保持 ーー一― lチェリッシュ 日分を大切にするカ
0戯 （生會の鼻さに対＇＂紐員罵てを全な釦言“し＂菖憤囀の
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このように積み上げてきたぐんぐんツリー（仮）のイメージを枚方版架け橋コンパスの軸とし、遊びや生活、

学習活動だけでなく、どんな活動をどの時期に行い、どんな子どもの姿を大切にして行っているのか整理した

り、先生方がどんな工夫をしているか書き込めたり、次年度への引き継ぎ等でも活用できるよう、また先生同

士の交流や打ち合わせのスケジュールなども書き込めるようにして、枚方版架け橋コンパスが完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラムの概要及び作成プロセス 【枚方版架け橋コンパス】

子どもの有ちを不

クローバーの説点

5C+I（チェリッシュ）

•こ―:,., h.—n, . , 1 Vむ“-i l -• •—•- 99 

, ., 1→19 ト・』『い・• 1..g 1ー・ェ I • ~ ~ ‘E: ・ ~・”..
ョ．-・・・ c:.... 

んな活動を｀どの時期r
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４－２．架け橋期のカリキュラムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・枚方市のベースとなる枚方版架け橋コンパスをもとに、各校区でそれぞれの校区の実態に 

合った、校区版架け橋コンパスを作成。 

・コンピテンシーベースであることを表すため、中央にクローバー図をもとにした育てたい 

資質・能力の系統性を示した。それと併記する形で教育活動や教科書の内容を示すことで、「何をして」

「どんな力を育てようとしているのか」、施設類型を越えて理解し合えるよう 

工夫した。また、現場の先生方にとって「見て楽しい」「作成してワクワクする」ことを 

めざし、特記事項欄を大きくとった。これにより写真や資料を添付できるようになった。 

  令和 6 年度にこのコンパスの作成を行っていく中で、アプローチカリキュラムやスタート 

カリキュラムが今までの適応教育から２年間を見通した活動へ変化しつつある。 

 

  

A小版架け橋コンバス
～スタート期を大切に進められている～

＂ -...!." • ◄ 嶋軍が••

： 
Ĉl 

●● - -

複数小版架け橋コンバス

~QRコードて詳細な情報にアクセス～

9』

校区オリジナルの

コンパス

B小版架け橋コンパス
～育ちの連続性がみえるコンパスになっている～
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４－３．架け橋期のカリキュラムの実践 

 

 

・協力校において、令和４年度以前、入学当初の行き渋りや教室に馴染めない児童は 

増加傾向にあった。 

令和４年度に行った開発会議等において幼児教育の重要性に気付いたことと、 

幼児教育施設からすすめられたことをきっかけに、「うりこタイム」と呼ばれる 

自由選択遊びを取り入れた。この自由選択遊びによって子どもたちの自主性や主体性を 

１年担任が確認できるようになり、その後の生活科の授業改善にもつながっていった。 

令和６年度には「うりこタイム」をさらに発展させ、幼児教育施設で行っていたように 

車座になって振り返りを行ったり、遊びの種類を子どもたちの声で増やしていったりと、 

改良を重ねて行っていくこととなった。その結果、行き渋り児童がゼロとなり、生活科の 

授業や就学前施設との交流活動において、より主体的に活動がより増えていった。 
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５．自治体の支援 

５－１．研修の実施 

 

＜実施した研修の概要＞ 
令和４年度 

実施日 研修名 実施形式 対象者 研修内容 

6 月 22 日(水) 
カリキュラムマネジメント

研修 
対面 

就学前児童施設

職員 

・公開保育「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿を手掛かりとして保

育を組み立てる」 

・講義・演習 

「架け橋期のカリキュラムを見据え

た幼児期のカリキュラム・マネジメン

ト(1)」                        

・研究協議 

 「(架け橋期のカリキュラム開発へ

つなぐ)スタートカリキュラムを見

据えた指導計画の作成につい

て」 

7 月 27 日(水) 
カリキュラムマネジメント

研修 
対面 

公立就学前管理

職 

・講義・演習 

「架け橋期のカリキュラムを見据え

た幼児期のカリキュラム・マネジメ

ント(2)」                        

・研究協議 

 「組織的かつ計画的にカリキュラ

ムを編成していくための課題解決

策について」 

8 月 5 日(金) 
カリキュラムマネジメント

研修 
対面 

公立就学前児童

施設全職員 

講義・演習 

「架け橋期のカリキュラムを見据え

た幼児期のカリキュラム・マネジメ

ント(3)」                        

・研究協議 

「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を手掛かりとして指導計画

を考える」 

令和 5 年 1 月 27

日(金) 

カリキュラム・マネジメン

ト研修 
対面 

公立就学前児童

施設全職員 

・研究実施園現状報告 

・「架け橋期のカリキュラムを見据え

た幼児期のカリキュラム・マネジメン

ト(4)」 

・研究協議「架け橋期のカリキュラ

ムをイメージした指導計画の作成に

ついて理解を深める。 
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令和５年度 

実施日 研修名 実施形式 対象者 研修内容 

5 月 9 日 
第 1 回 幼保こ架け橋プ

ログラム担当者連絡会 
対面 連携担当者 

教育・保育の質の向上が確実に図

られるよう、幼保こ小連携を推進す

る 

7 月 26 日 就学前児童施設長研修 対面 
就学前児童施設

長 

・講義「幼児教育に関する最近の動向と施設

類型を越えた横のつながりについて」 

・実践報告「モデル地域における架け橋期のカ

リキュラム開発について」 

・協議「幼保小の架け橋プログラムの意義につ

いて」 

・講義「幼児期の遊びが学びをひらく」 

～幼児教育・保育から小学校へ資質能力をど

うつなげるか～ 

・実践発表「架け橋期のカリキュラムを開発す

るうえでの課題について」 

・協議「各学校区における連携・接続体制の

課題解決に向けて」 

8 月 2 日 
第 2 回 幼保こ架け橋プ

ログラム担当者連絡会 
対面 連携担当者 

・モデル地域の取組「カリキュラムの

検証について」 

・「幼小接続において大切にしたい

資質能力について」 

・情報交流 

 

令和 6 年 1 月 23

日 

 

第 3 回 幼保こ架け橋プ

ログラム担当者連絡会 

 

対面 

 

 

連携担当者 

「クローバーに基づいた交流から２年

間の資質能力をつなぐカリキュラム

（名称検討）の作成について」「共通

の視点を生かした架け橋期のカリキ

ュラム開発に向けて」「スタートカリキ

ュラムの振り返り」「年間計画の振り

返りと来年度の交流に向けて」・振り

返りシート記入 

 

令和 6 年 2 月 19

日(月) 

「主体的・対話的で深い

学びとカリキュラムマネ

ジメント」について 
対面 

就 学 前 児 童 施

設、及び小中学

校管理職 

令和５年度 就学前児童施設長及

び、小中学校管理職に向けた管理

職研修において、「主体的・対話的

で深い学びとカリキュラムマネジ 

メント」 

 

令和６年度 

実施日 研修名 
実施

形式 
対象者 研修内容 

７月２４日（水） 

９:３０～１２:００ 
就学前児童施設長（管理

職）研修 
対面 

就学前児童施設長（管

理職） 

・講義「幼児教育に関する最近の動向と施

設類型を 

越えた横のつながりについて」 

・講義「枚方市の小学校教育について」 

・協議「枚方市の就学前児童施設が、共通

に大切にしたい資質能力について考える」 
７月２４日（水） 

１２:４５～１５:00 
就学前児童施設長（管理

職）研修 
対面 

就学前児童施設長（管

理職） 
・講義「あと伸びする子どもの育成―学びの

連続体を意識した保育・教育―」 
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・実践発表「ケースモデル地域における架け

橋コンパス作成について」 

・協議「生活と学びの連続性を踏まえ、幼

保こ小が大切にしたいことについて」 

１ １ 月８ 日（金）午

後１時４５分から午

後４時４５ 

幼保小の架け橋プログラム

に関する調査研究事業  

公開授業・研究協議 
対面 

枚方市立学校園長  

就学前児童施設長 

公 開 授 業 生活科「あきとなかよ

し」 

研 究 協 議 ①架け橋プログラム

事務局より 3 年間の取り組みに

ついて ②モデル地域の取り組み

について ③授業者、保育者より 

質疑応答 

5 月 10 日 15：00

～17：00 
第 1 回 幼保こ小連携担当

者連絡会 
対面 連携担当者 

小学校と就学前施設がコンパス

作成を通して対話し、架け橋期に

共通に育てたい資質能力のつな

がりについての理解を深め、教育

と保育の質の向上を図る。 

8 月 1 日 15：30

～17：00 
第２回 幼保こ小連携担当

者連絡会 
対面 連携担当者 

小学校と就学前施設がコンパス

作成を通して対話し、架け橋期に

共通に育てたい資質能力のつな

がりについての理解を深め、教育

と保育の質の向上を図る。 

 

令和 7 年 1 月 24

日 15 ： 30 ～17 ：

00 
 

 

第３回 幼保こ小連携担当

者連絡会 

 

 

サ テ ラ

イト 

 

連携担当者 

 

 

小学校と就学前施設がコンパス

作成を通して対話し、架け橋期に

共通に育てたい資質能力のつな

がりについての理解を深め、教育

と保育の質の向上を図る。 
令和 7 年 2 月１３

日 14 時半～17：

00 

令和 6 年度架け橋プログラ

ムに係る管理職研修 
 

対面 
小中学校・就学前児童

施設長 

幼児期から中学生まで探求心の

つながりと指導者が共通に大切

にしたい配慮について 

令和 7 年 2 月 25

日 
令和 6 年度 香里小学校区 

架け橋研修 
対面 

香里小学校職員、校区

就学前児童施設職員、

架け橋事務教員 

令和６年度「幼保小の架け橋プロ

グラム調査研究事業」において、

モデル校の授業参観と有識者に

よる指導助言及び講義を受け、３

年間の取組みにおける集大成とす

る 

 

 

＜研修の成果と課題＞ 
 

・研修の満足度は毎回高く、「幼児教育施設の先生と意見交換ができてよかった」「小学校 

では浮かばないアイデアがたくさんあった」「小学校の先生が幼児教育の大事さに気付いて 

くれてうれしい」など、研修内容やコンパスの作成を通して対話することで多くの学びが 

あったことと推測される。 

  一方で、どの校区でも同じ温度感で進んでいるとは言い難く、中には連携したいけど効果的に 

進まないという不満感や、どうしても時間を捻出できないという困り感も見られた。 
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５－２．教材等の作成 

 

＜作成した教材等の概要＞ 

 

 

〇４４小校区の架け橋コンパス【別添資料①】 

〇幼児教育施設（横のつながり会議）のカリキュラム【別添資料②】 

〇みる視点の資料【別添資料③】 

〇架け橋チャット掲載記事【別添資料④】 

〇香里小学校の冊子【別添資料⑤】 

 

 

 

 

 

 

＜教材等の成果と課題＞ 
※教材等を作成したことによる成果と課題について、教材等を活用した方々から上がってきた声や満足

度等にも触れつつ、具体的に御記入ください。 
 

・架け橋コンパス 

 オンライン上で共同編集できることから、施設類型を越えて作成しやすかったという声があった。また写

真や QR コードを貼り付けられることから、担当者間の引き継ぎに役立ったという声もあった。 

 

・みる視点の資料 

 遊びを中心とした授業を行うにあたり、モデル校から「遊んでいるだけと見られたくない、参観する先生

方に子どもたちの学びをみとってもらうにはどうしたらよいか」と相談を受けた。そこで学習指導案だけで

なく、資料として授業前に配布した。 

見てほしい観点を明記したことで、授業者が子ども達の様子や声を聴こうと、とても近くまで寄って参

観し、子どもの学びをみとる様子が見られた。授業後の協議会においても、示していた観点での意見や

質問が多く見られた。 

 

・香里小学校の冊子 

 モデル園が３年間取り組んできた成果をまとめた資料である。他の校区でも真似してもらえるような事

例を紹介するとともに、研究の成果をまとめている。実際に、本冊子をもとにスタートカリキュラムの見直し

を行っている小学校がいくつも見られた。 
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５－３．その他の支援 

 

＜その他の支援の概要＞ 

 

 

・枚方市が進めてきたことの一つに、各校区の自走体制の構築も含まれる。校長先生や 

教頭先生、幼保こ小担当者が熱意を持って進めている校区もある一方で、なかなかうまく 

進まない校区もあった。こうした校区には事務局が赴き、先生方に対してその校区に応じた 

交流活動について助言を行ったり、一緒に交流活動の内容について考えて実施したりした。 

こうした伴走支援の様子を Google Chat 等で発信し、市内に広げ続けている。 
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６．本事業に取り組んだことによる成果 

６－１．自治体における成果 

 

＜自治体における成果＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設類型を越えて、対話ができる体制整備（４４校区のグルーピング） 

・学びの連続性を意識したカリキュラム作り 

・スタートカリキュラムの見直し等による、先生たちの意識の変容 

・イベント的な交流ではない、生活科等の授業交流による、先生の指導力向上 

（ ） 

（ ） 
（ ） 

（ ） 
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＜定量的・定性的な調査結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1令和6年度小学校の管理職を対象としたアンケートより

学習活動（授業）での交流活動 I 

就学前児童施設の保育を参観した。 1 

就学前児童施設の霰員が自校の授業を参観した。 1 

地域の就学前児童施設と接続会議を行った。（オンライン含む） I 

翌閉雰― 研修や研究会などに自校の霰員が参植した。 1 

翌閉雰― 霰貝が自校の研究会等に参加した。 1 

--65.0% 46,.7% 5.1% 

80.0% 62.20% 

7.5% 17.8% 

32.5% 26.70% 23.10% 

22.5% 15.60% 0.00% 

20.0% 11.10% 0.00% 

1令和6年度幼稚園、保育園、認定こども園の管理職を対象としたアンケートより I

--
1学習活動（授業）での交流活動。 1 

I小学校の授業を参観した。 1 

1自園（所）の保育を小学校の職員が参観した。 1 

I；竺？雰や研究会などに小学校の職員が参加した。 1 

50.0% 27.5% 

46.9% 32.5% 

43.8% 22.5% 

21.q% 7.5% 3.6% 

面足
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令和6年度 連携担当者連絡会にて実施したアンケートより（小学校担当者）

架け橋期の取組みの成果がどのように出ていますか？

成果は五だ出ていない
15.8% 

1 生活科をはじめとする低学年の授業づくリに改良が見られた

1 児童が自己選択てきる場面を増やした

1印翌活の見通しを持てるようになり、友だちと助け合う児童が

I子どもの安心感が向上した

・騨柑眉■
53.1% 

46.9% 

34.4% 

28.1% 

1 令和6年度 連携担当者連絡会にて実施したアンケートより（就学前担当者）

,・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-、

l 1 今回の連絡会は有意義てしたか I 
就学前児童において架け橋コンパスや

：アプローチカリキュラムの必要性をどのように感じていますか？ ： 

ヽ· ー ・ 一 • 一 · ー ・ 一 · ー ・ 一 ・ 一 · ー ・ 一 · ー ・ 一 • 一 · ー ・ 一 · ー ・ 一
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６－２．園校における成果 

 

＜先生方の指導と子供の姿の変容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの記述では令和 5 年度に比べて令和 6 年度に自己選択する機会を意図的に設定している

内容が激増した。 

生活科の授業の一環として就学前施設との交流活動を行うことが広がるよう、事務局としては支援を続

けていきたい。 

 

＜保護者の反応＞ 

 

・取り組みの様子を通信・保護者会・掲示板等で知らせることで、保護者から 

「小学校への不安が減り、期待がもてるようになった」という声や、「架け橋事業に取り 

組んでいると聞き、この幼稚園を選んだ。」という声も、アンケートから聞かれた。  

・フォトチャットトーク会を通して、子ども理解を深めるきっかけづくりをし、また幼児 

教育の中味を伝えていくことができた。 

・子どもの写真を中心に、『ときめき』『ひらめき』『学びのポイント』という３つの 

視点で話し合い、フォトチャットトーク会をすることで、保護者の方々と、子どもに 

ついて語り合う時間がもてた。幼稚園で大切にしている教育方針が伝わり、保護者の 

方々が遊びを通しての学びに気づき、有意義な時間となった。回を重ねるごとに、 

参加された保護者からとてもおもしろかった！夫婦で参加してみたい！と声があがり、 

土曜日開催をしたところ、数名のお父さんが参加され、子どもがザリガニに触れ合って 

遊んでいる写真から、『この子たちの姿から、リーダーシップとフォロワーシップの 

姿が浮かび上がってくる』『この遊びは将来、国を築くことにつながるのではないか』『一瞬を切り

取った場面からも、多くのこと学んでいることがわかった』などなど、 

先生の指導・援助及び子どもの学びの変化

先生の変容

子どもたちの変化

声掛けの変化（これしましょう→どうしたい？）

与える側から引き出す側へ

子どもに委ねられる

何もできない1年生→結構できるそ1年生
先生主導てはなく、子どもが主役の授稟・活動に

自園所のカリキュラムや保育を見直すようになった

（モデル）架It橋プログラムの取組が探究的な学びの素地作りに

（モデル）出来栄え重視→そ：：に向かう過程を大切に

（モデル）遊びから学ぶ子どもの姿を見取れるようになる

【ドキドキウクウク】

慣れ親しんだ環境、道具て思う存分道ぷ：：とがてきる

遊びを通して願いや思いが出せる教室へ

遊びを通して友だちと関わる

周りが何をしているのか気になる

明日 したい：：とをイメージできる

周りを見て学ぷ、見て真似る、見て試す

（モデル）らり五タイム」が学校へ行く楽しみの一つに！
9. 0 -0 
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視野が広がるフォトチャットトーク会となった。 

子ども達のことをゆっくりと語り合う時間が、保護者にとって心にゆとりをもつ 

ことにつながるということ、また、子どもを知ることで、子どもに対してゆったりと 

見守ろう、という気持ちにつながり、それは虐待防止につながる、と感じることが 

できた。 

・課題としては、教職員の時間の確保と、ファシリテーターとなる教員の育成である。 
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７．今後の課題と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この取り組みが、「架け橋期のカリキュラム」を作成して終わりにならないよう、 

引き続き事務局としての支援を続けていく。 

・年に３回の連携担当者連絡会の実施。Web 会議システムを活用したサテライト開催も 

取り入れながら、より多くの方に参加してもらえるよう工夫しつつ、続けていきたい。 

・この取り組みにより、小学校入学期の行き渋りの減少や、「小学校に入学した子どもが 

学校生活に適応できず、授業中に立ち歩いたり、おしゃべりをしたり、授業の時間に 

なっても席に戻れないといった授業規律が乱れる」いわゆる「小１プロブレム」が解消 

されることで、子どもたちのよりよい成長につなげていく。 

・モデル校区である公立幼稚園での架け橋の取組に参加した保護者からは「この園に入れてよかっ

た」との声があがるなど、保護者へもこの取り組みは広がってきている。 

子育て世帯からさらに選ばれるまちへ、枚方市の魅力の一つとして、今後も架け橋 

プログラムへの取組を続けていきたい。 

 

 

 

 

 

  

・事務局の支援は、「架け橋カリキュラムの作成」から「校区の自走」へ。 

 →現場の先生方の負担にならない形での自走体制の構築 

・引き続き、年に３回の連携担当者連絡会を実施。 

 →現場のニーズに合わせた情報発信、協議題の設定 

・小学校入学期の行き渋りの減少、小１プロブレムの解消 

 →数で見えにくい成果をどう算出するか 

・子育て世帯からさらに選ばれるまちへ 

（
（
（
（
 

）
 ）
）
）
 



 

41 
 

８．まとめ 

 

 ・この事業が、未来永劫続けていくべきものであることを共通認識した上で、小学校と 

  幼児教育施設への国からの周知と、継続した補助金等の確保をお願いしたい。 

 ・自治体は、実践するものとして、直接実施していく。 

 ・架け橋期が１年生までであることから、１年生と就学前との取組みと捉えてしまうと一部の学年にのみ

関わる事業と映ってしまう。しかし、架け橋期の教育活動が充実することは、その後の小学校生活を

より主体的に学んでいける基礎作りとなったり、総合的な学習を中心とする探究的な学びにつなが

ったりすることが期待できる。そのため、粘り強く小学校に対して取組を続けていってもらうとともに、

多くの先生方が１年生とともに遊びが学びにつながっていることを実際にみとっていく必要があると

考えている。徐々に先生方の理解が広がり、深まっていくよう、今後も取組を推進していく必要があ

る。 

・施設類型を越えて連携していくために、互いの教育活動へのリスペクトが必須である。そのため、地

域全体で子どもたちを育てていこうという意識をもつため、校区内での育てたい子ども像の共有

や、クローバー図を使ったワークを取り組んできた。こうした取組は今後も続けていきたい。 

 ・カリキュラムを作成することはゴールではなく、カリキュラムを活用していくことが本事業を続けていくた

めに必要なことと言える。そのためにも、写真を活用して情報量を増やす、いつでも見られる・編集

できるよう ICT を活用する、共通の視点でお互いの教育活動の良さを理解していくことが大切であ

り、現場の負担感を減らしていくことにもつながると考えている。また、交流活動についても、イベント

として実施するだけでは小学校にとって負担感が増してしまい、担当が代わってしまうことで立ち消

えてしまう。きちんと教科指導と関連付けることで、生活科の授業の深みも出ていくことにつながる。

こうした取組を事務局としては伴走支援していくとともに、学校の好事例を定期的に発信していくこ

とで市内全校の取組が進んでいくことをねらっていきたい。 

 


